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はじめに
アメリカビロードキンクロ Melanitta deglandi

は， カモ目カモ科ビロードキンクロ属に属する
鳥類の 1 種であり， アラスカ及びカナダで繁殖
し， 主に北米大陸沿岸部で越冬する（Madge & 
Burn 1988， del Hoyo et al. 1992）． 従 来 は， 
シベリア東部からカムチャッカ半島にかけて
繁殖するビロードキンクロ M. stejnegeri ととも
に， 北ヨーロッパからシベリア西部及び西アジ
アの一部にかけて繁殖するニシビロードキン
クロ M. fusca の亜種と見なされており（Madge 
& Burn 1988）， 日本鳥学会（2012）でもその
ように扱われている． しかし近年では， 形態
の違いに加え， それぞれの繁殖地に重複が無く
交雑例も知られていないことなどから， それ
ぞれを独立種と考えることが主流である（先
崎ほか 2020，Clements et al. 2021，Gill et al.  
2021）． 

著者らは， 過去複数回国内でアメリカビロー
ドキンクロを観察している（未発表）が， その
内最初の記録について貴重な情報であると考
え， ここに報告する． なお， 本稿における分類
は世界の主要なチェックリスト（Clements et 

al. 2021，Gill et al. 2021）に， 各分類群の和名
は基本的に日本鳥学会（2012）にそれぞれ準
拠したが， 日本鳥学会（2012）に適合しない
種和名については氏原・氏原（2015）に従った．

観察日時，場所および観察状況
2003 年 9 月 21 日昼頃， 著者の大谷が北海道

野付郡別海町走古丹先端部から観察を行ってい
る際， 北東沖合目測で約 200 ｍ（概ね 43°17′
55″N，145°23′18″E 付近）において， 単独
で海上に浮いている本個体 1 羽を発見した． 走
古丹は風連湖と外海を隔てる砂州上に位置し， 
その先端部は風連湖の開口部にあたる． 観察に
は倍率 20 倍の望遠鏡を用い， その後 4.0 メガピ
クセルのデジタルカメラを望遠鏡に装着して撮
影を行った．天候は曇りで南風が吹いていた． 
本個体は北方向へ海上を移動しており， 採餌等
の特筆すべき行動は観察されなかった． 付近で
はクロトウゾクカモメ Stercorarius parasiticus や
ヒシクイ Anser fabalis も同時に観察された． 

形態的特徴と種の同定
本個体はマガモ Anas platyrhynchos と同大も

しくはやや小さく， 水面に浮いた状態で， 頭部
は相対的に大きく首が太く， 嘴は基部に厚み
があり， 胴体は長く水面から半分ほど浮いてお
り， その形態からカモ目カモ科の 1 種である

（図 1）． さらに全身がほぼ全て黒色もしくは
それに近い暗色， 目の下から後方にかけてカン
マ上の白斑があり， 上嘴基部に黒い瘤状突起を
持ち， 嘴中程から先端部にかけては橙色である

（図 1）ことから， ニシビロードキンクロ， ビ
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ロードキンクロ， アメリカビロードキンクロの
3 種のいずれかである（Madge & Burn 1988， 
del Hoyo et al. 1992，Reeber 2015）．また， こ
れらの特徴を併せ持つのは成鳥（2 年目冬以
降）の雄である（Reeber 2015，氏原・氏原 
2015）． 

本個体の特徴を詳細に見ると， 頭部から頸， 
胸， 背にかけては黒色， 脇は暗褐色であり， 黒
色部と暗褐色部の差異は顕著であった（図 1）． 
頭部の白斑はビロードキンクロ成鳥雄と同程
度の長さであった（図 1）． 頭部の形状はビロ
ードキンクロに比較して， 額がより高く角ばっ
ていた（図 1）． 上嘴の瘤状突起は小さく， 丸
みを帯びていた（図 1）． 嘴中程から先端部に
かけての橙色部は， 基部から嘴峰にかけては黄
色味が強く， 側面から外縁部は赤橙色であった

（図 1）． 次列風切は脇羽に隠れており， 確認で
きなかった（図 1）． 

上記 3 種の成鳥雄の内， ニシビロードキン
クロは脇が黒色で， 頭部の白斑は通常のビロー
ドキンクロよりも短く， 頭部は丸みを帯びる

（Svensson et al. 2009，Reeber 2015， 氏 原・
氏原 2015）． 嘴の瘤状突起はより小さく， 嘴
の橙色部は全体的に黄色味が強い（Svensson 
et al. 2009，Reeber 2015，氏原・氏原 2015）
ことから， 本個体とは特徴が異なる． ビロード

キンクロは脇が黒色で， 額は低くなだらかであ
る（Svensson et al. 2009，Reeber 2015，氏原・
氏原 2015）． 嘴の瘤状突起は大きく角状に尖
っており， 橙色部は赤橙色であり， 外縁部が黄
色い（Svensson et al. 2009，Reeber 2015，氏
原・氏原 2015）ことから， 本個体とは特徴が
異なる． 

一方， アメリカビロードキンクロは脇が暗褐
色であり， 頭部の白斑はビロードキンクロと
同様， ニシビロードキンクロに比較して長い

（Svensson et al. 2009，Reeber 2015， 氏 原・
氏原 2015）． 頭部の形状は額が高く角ばって
おり， 上嘴の瘤状突起は小さく， 丸みを帯びて
いる（Svensson et al. 2009，Reeber 2015，氏
原・氏原 2015）． また嘴中程から先端部にか
けての橙色部は， 基部から嘴峰にかけては黄
色味が強く， 側面から外縁部は赤橙色である

（Svensson et al. 2009，Reeber 2015， 氏 原・
氏原 2015）． アメリカビロードキンクロのこ
れら全ての特徴は， 本個体と一致しているた
め， 本個体をアメリカビロードキンクロ雄成鳥
と同定した． 

考察
本種は日本鳥学会（2012）には掲載されて

いないが， 2019 年 1 月の記録が学術報告され

図 1．北海道別海町で観察されたアメリカビ
ロードキンクロ．（2003 年 9 月 21 日，
撮影：大谷力）． 

Fig. 1. The White-winged Scoter observed 
in Betsukai Town, Hokkaido on 21 
September 2003. (Photographed by 
Otani C.)
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ている（先崎ほか 2020）． この他， 2012 年に
北海道で雄が観察され， 2014 年には千葉県で
少なくとも雄 3 個体が観察されていることが， 
出版物に記述されている（氏原・氏原 2015）． 
更にインターネット上で 2012 年後に複数例の
画像が北海道東部の記録として掲載されている
ことが指摘されている（先崎ほか 2020）． 

著者らの知る限りでは， 本記録がアメリカビ
ロードキンクロの本邦初記録であるが， 本種の
国内における未発表記録について今回は徹底し
た収集を行っていない事， また後述の理由によ
り， 本記録については日本初の可能性のある記
録とした． なお， 本個体がどのような経緯で別
海町へ渡来し， いつからいつまで当地に滞在し
たかは不明である．

近年になって本種の記録が増加している要因
として， 2 つの可能性が考えられる． 1 つ目は， 
本種の分布や移動に関係する何らかの変化が近
年生じている可能性， 2 つ目は， 本種自体は以
前から一定数渡来していたが単に見逃されてお
り， 近年の識別情報の充実や観察者の増加によ
り記録が増加した可能性である． 2012 年以降
の本種の記録頻度からは， 本種の本邦への渡来
が， 少なくとも近年においてはごく稀ではない
ことが考えられる． ビロードキンクロは北日
本においては比較的普通種なので， 各観察者が
ビロードキンクロの過去の記録を見直すことに
よって， 本種の過去の記録が新たに発掘される
可能性もあるだろう． 
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Possible first record of the White-winged Scoter Melanitta deglandi for Japan from 
Betsukai Town, Hokkaido
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A male White-winged Scoter Melanitta deglandi was observed on 21 September 2003 in 
Betsukai Town, Hokkaido, northern Japan. This is possibly the first sighting record of the species in 
Japan.
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